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文
化
庁
の
文
化
審
議
会
は
、
登
録
有
形
文
化
財
と
し

て
、
地
酒
「
小
鼓
」
の
蔵
元
、
西
山
酒
造
場
の
店
舗
兼

主
屋
、
離
れ
「
三
三
庵
（
さ
さ
あ
ん
）」、
塀
の
建
造
物

を
含
め
、
百
五
十
一
件
の
建
造
物
を
登
録
す
る
よ
う
文

部
科
学
大
臣
に
答
申
し
た
。

　

同
酒
造
の
主
屋
は
、一
八
九
一（
明
治
二
四
）年
建
築
。

離
れ
は
一
九
四
一
年
、
塀
は
昭
和
初
期
に
作
ら
れ
た
。

　

主
屋
は
丹
波
地
域
に
広
く
分
布
す
る
「
中
門
造
り
」

の
建
物
で
、
木
造
二
階
建
て
瓦
ぶ
き
。
一
九
五
二
、
三

年
に
屋
根
裏
部
屋
の
新
設
と
屋
根
庇
の
変
更
が
あ
り
、

二
〇
〇
二
年
に
一
階
に
洋
室
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
生

活
の
場
面
に
合
わ
せ
て
、
改
装
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　

離
れ
「
三
三
庵
」
は
、
木
造
平
屋
建
て
で
洋
間
を
持

つ
数
寄
屋
風
建
築
物
。
著
名
建
築
家
の
故
・
赤
松
修
氏

が
手
が
け
、
モ
ダ
ン
な
雰
囲
気
を
た
た
え
て
い
る
。

国
登
録
文
化
財
へ

西
山
酒
造
場
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県
連
合
会
は
、
去
る
十
二
月
一
日
、

県
商
工
会
館
で
第
三
回
商
工
会
地
域

活
性
化
研
究
会
を
開
催
し
、
学
識
経

験
者
を
含
む
委
員
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

等
十
二
名
が
出
席
し
た
。

　

同
研
究
会
は
、
市
町
村
合
併
や
三

位
一
体
の
改
革
な
ど
変
革
の
時
代
に
、

過
疎
化
・
高
齢
化
で
衰
退
し
つ
つ
あ

る
商
工
会
地
域
の
活
性
化
に
向
け
、

地
域
総
合
経
済
団
体
と
し
て
の
商
工

会
が
、
今
後
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
再

認
識
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
。

当
日
の
議
論
の
中
で
、
現
状
の
商
工

会
組
織
と
事
業
が
、
商
工
会
法
施
行

後
、
約
半
世
紀
を
経
て
、
地
域
を
取

り
巻
く
環
境
や
、
企
業
の
経
営
環
境

の
変
化
に
対
応
し
き
れ
て
い
な
い
恐

れ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
合
併
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
組
織
・
事
業
・

財
政
に
つ
い
て
の
改
革
を
行
い
、
地

域
と
企
業
の
繁
栄
に
役
立
ち
、
自
立

し
た
組
織
に
な
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
さ
れ
た
。

　

地
域
に
お
け
る
商
工
会
の
今
後
の

具
体
的
役
割
と
し
て
、
議
論
さ
れ
た

こ
と
は
次
の
と
お
り
。

　

㈠
行
政
合
併
に
よ
り
、
地
域
内
で

も
中
心
部
と
周
辺
部
で
人
口
・
産
業

格
差
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
現
状
を
受

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
活
力
を
取

り
戻
す
た
め
の
独
自
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
、
地
域
全
体
と
し
て
持

続
的
な
産
業
発
展
を
目
指
し
た
活
動

を
行
う
こ
と
。

　

㈡
今
後
は
地
方
分
権
が
推
進
さ
れ

る
中
、
地
域
社
会
に
お
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
現
在
崩
壊
し
つ

つ
あ
る
既
存
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守

り
、
そ
の
活
力
を
取
り
戻
す
こ
と
。

　

㈢
地
域
に
お
け
る
役
割
を
果
た
す

た
め
、
商
工
会
役
職
員
自
ら
が
、
地

域
や
商
工
会
に
対
す
る
問
題
意
識
を

掘
り
下
げ
、
意
識
改
革
を
行
い
、
現

状
の
組
織
体
制
や
事
業
を
変
革
し
て

い
く
こ
と
。

　

な
お
、
次
回
研
究
会
に
こ
れ
ま
で

の
議
論
を
踏
ま
え
、
中
間
報
告
書
案

を
提
案
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
三
回

商
工
会
地
域
活
性
化
研
究
会

果
、合
格
者
数
三
名
、補
欠
三
名
（
そ

れ
ぞ
れ
男
性
二
名
、
女
性
一
名
）
を

決
定
。

　

㈤
商
工
会
等
職
員
昇
格
試
験

　

三
級
か
ら
四
級
昇
格
を
目
指
し
て

三
十
六
名
が
受
験
し
、
十
一
月
十
日

に
筆
記
試
験
、
十
二
月
二
日
、
三
日

に
面
接
試
験
を
実
施
。

　

㈥
県
下
商
工
会
の
合
併
状
況

　

平
成
十
九
年
四
月
一
日
、
予
定
通

り
五
地
区
の
合
併
が
進
め
ば
商
工
会

数
は
五
十
一
と
な
る
。

　

㈦
平
成
十
八
年
度
商
工
会
巡
回
相

談
（
指
導
）

　

二
十
一
商
工
会
の
巡
回
結
果
に
つ

い
て

【
協
議
事
項
】

　

県
連
合
会
の
「
職
員
服
務
規
程
」

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

（
平
成
十
九
年
一
月
一
日
よ
り
施
行
）

【
方
針
協
議
】

　

商
工
会
事
務
局
長
の
任
用
に
係
る

事
前
協
議
の
適
正
化
に
つ
い
て
協
議

さ
れ
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
以
降

新
し
く
事
務
局
長
に
任
用
さ
れ
る
者
、

六
十
歳
を
越
え
て
事
務
局
長
に
任
用

さ
れ
て
い
る
者
、
又
は
任
用
さ
れ
る

予
定
者
及
び
六
十
歳
未
満
の
事
務
局

長
で
外
部
よ
り
登
用
さ
れ
て
い
る
者

に
対
し
て
、
一
月
三
十
一
日
に
論
文
、

二
月
上
旬
に
面
接
が
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

　

県
連
合
会
は
、
十
二
月
二
十
二
日
、

県
商
工
会
館
で
第
四
回
理
事
会
を
開

催
し
た
。

　

報
告
、
協
議
事
項
及
び
方
針
協
議

内
容
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

【
報
告
事
項
】

　

㈠
平
成
十
八
年
度
中
間
監
査
報
告

　

㈡
委
員
会
報
告

　

本
年
度
に
設
置
さ
れ
た
「
商
工
会

地
域
活
性
化
研
究
会
」
か
ら
は
協
議

内
容
、「
基
本
問
題
研
究
会
」
か
ら

は
報
告
書
（
案
）、「
情
報
化
ビ
ジ
ョ

ン
検
討
委
員
会
」
並
び
に
「
商
工
会

新
融
資
制
度
創
設
研
究
会
」
か
ら
は

協
議
内
容
が
報
告
さ
れ
た
。

　

㈢
兵
庫
県
立
大
学
と
の
産
学
連
携

　

十
二
月
六
日
に
協
定
書
の
調
印
を

行
っ
た
こ
と
、
今
後
の
事
業
と
し
て

地
域
中
小
企
業
の
存
立
基
盤
強
化
に

よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
成
し
遂

げ
る
為
、「
基
盤
構
築
期
」・「
事
業

展
開
期
」・「
成
果
検
証
期
」
に
分
け

て
経
営
者
大
学
後
継
者
塾
の
開
催
や

大
学
と
の
相
互
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
な
ど
の
取
り
組
み
計
画
が
報
告
さ

れ
た
。

　

㈣
平
成
十
九
年
度
職
員
統
一
採
用

候
補
者
試
験

　

一
次
試
験
か
ら
面
接
試
験
を
取
り

入
れ
て
実
施
さ
れ
、
二
次
試
験
の
結

第
四
回  

理
事
会
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県
連
合
会
は
、
去
る
十
二
月
二
十

二
日
、
県
商
工
会
館
で
「
兵
庫
県
立

大
学
経
営
学
部
と
の
産
学
連
携
事
業

に
係
る
懇
談
会
」
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
度
の
連
携
協
定
に
つ
い
て
は
、

「
商
工
会
地
域
活
性
化
研
究
会
」
の

議
論
に
お
い
て
「
養
父
市
商
工
会
の

事
例
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
県
下
全
域
に
広
げ
て
は
ど
う

か
」
と
の
発
案
か
ら
、
締
結
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

当
日
は
、
兵
庫
県
立
大
学
経
営
学

部
安
室
憲
一
学
部
長
、
同
学
部
瓦
田

太
賀
四
教
授
、
同
学
部
佐
竹
隆
幸
教

授
、
県
連
合
会
は
土
谷
会
長
、
澤
田

専
務
理
事
、
安
平
事
務
局
長
、
他
職

員
の
計
十
一
名
が
出
席
し
た
。  

　

懇
談
会
で
は
十
二
月
六
日
に
連
携

協
定
を
締
結
し
た
の
で
、
今
後
の
事

業
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
に
つ
い

て
協
議
し
た
。

　

土
谷
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て

安
室
学
部
長
が
「
兵
庫
県
の
中
小
企

業
の
活
性
化
、
国
際
化
を
推
進
し
て
、

兵
庫
県
の
経
済
に
貢
献
す
る
こ
と
が

我
々
の
基
本
方
針
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
学
生
は
企
業
で
の
実
習
体
験
を

通
じ
て
積
極
的
に
経
営
に
貢
献
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
の
連
携
を
是
非
と
も
成
功
さ
せ
、

全
国
的
な
モ
デ
ル
に
し
た
い
」
と
の

意
向
を
伝
え
た
。

　

ま
た
、
瓦
田
教
授
は
「
地
域
の
商

工
業
者
が
独
自
性
を
保
ち
な
が
ら
、

地
域
が
自
ら
発
展
し
て
い
く
よ
う
な

仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ
、

佐
竹
教
授
は
「
一
社
で
も
優
良
な
企

業
が
増
え
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
、

そ
れ
を
含
め
た
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の

形
成
を
県
下
全
域
に
広
げ
た
い
」
と

述
べ
た
。

　

県
連
合
会
と
し
て
は
組
織
・
地
域

が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
今
、

県
下
商
工
会
職
員
の
意
識
も
か
な
り

変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
、
兵

庫
県
立
大
学
経
営
学
部
と
共
に
具
体

的
な
地
域
発
展
の
道
を
示
し
た
い
。

　

今
後
の
具
体
的
な
事
業
計
画
と
し

て
は
、
事
業
推
進
の
た
め
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
開
催
。
県
連
合
会
、
商
工
会

で
の
大
学
教
員
に
よ
る
講
演
会
及
び

研
究
会
等
の
実
施
。
兵
庫
県
立
大
学

の
講
義
に
お
け
る
県
連
合
会
及
び
商

工
会
役
職
員
、
専
門
家
等
の
派
遣
等

で
あ
る
。
さ
ら
に
今
後
の
取
り
組
み

と
し
て
は
、
経
営
者
大
学
や
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
で
あ
る
。

　

県
連
合
会
は
、
十
二
月
十
九
日
、

県
商
工
会
館
に
お
い
て
第
五
回
「
基

本
問
題
研
究
会
」
を
開
催
し
た
。

【
協
議
事
項
・
中
小
企
業
等
協
同
組

合
法
（
以
下
、「
組
合
法
」
と
い
う
）

の
改
正
に
伴
う
兵
庫
県
商
工
連
協
同

組
合
の
対
応
】

　
「
組
合
法
」
で
は
、
平
成
十
九
年

四
月
一
日
よ
り
理
事
の
任
期
は
二
年

以
内
、
監
事
の
任
期
は
四
年
以
内
に

改
正
さ
れ
る
た
め
、
商
工
連
協
同
組

合
の
役
員
任
期
は
、
理
事
三
年
を
二

年
に
改
正
し
、
監
事
三
年
は
維
持
す

る
こ
と
と
し
た
。

　

現
在
、
約
一
万
二
千
名
の
組
合
員

数
が
一
千
人
未
満
に
な
ら
な
け
れ
ば
、

「
員
外
監
事
の
設
置
」
及
び
「
総
代

百
人
の
選
任
」
を
履
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
た
め
、
来
年
三
月
末

兵
庫
県
立
大
学 

経
営
学
部
と
の
産
学
連
携
事
業
に
係
る
懇
談
会

第
五
回
「
基
本
問
題
研
究
会
」

第
三
回

情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会

日
ま
で
に
商
工
会
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
組
合
員
数
の
見
直
し
を
行
う
こ

と
と
し
た
。
但
し
、
適
正
な
監
査
体

制
の
構
築
と
い
う
観
点
か
ら
、
公
認

会
計
士
等
の
専
門
家
を
「
外
部
監
査

員
」
と
し
て
委
嘱
す
る
こ
と
も
提
言

す
る
こ
と
と
し
た
。

【
当
研
究
会
報
告
書
（
案
）
の
協
議
】

　

五
回
に
亘
っ
て
協
議
・
検
討
を
重

ね
て
き
た
こ
と
を
、「
提
言
」、「
議

案
書
」
及
び
「
資
料
」
と
し
て
ま
と

め
直
し
た
上
で
、
理
事
会
等
に
報
告

す
る
こ
と
と
し
た
。

　

県
連
合
会
は
、
十
二
月
十
八
日
、

県
商
工
会
館
に
お
い
て
第
三
回
情
報

化
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
（
委
員
長

井
内
善
臣　

兵
庫
県
立
大
学
経
済
経

営
研
究
所
長
）
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
十
月
十
六
日
に
開
催
さ

れ
た
委
員
会
で
の
論
点　

標
準
サ
ー

ビ
ス
（
会
員
共
通
サ
ー
ビ
ス
）、
高

度
サ
ー
ビ
ス
（
個
別
ニ
ー
ズ
）
に
分

け
論
議
し
た
「
会
員
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
」
に
引
き
続
き
、「
県
連
の
機

能
強
化
」
及
び
「
商
工
会
と
の
連
携

強
化
」
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
商
工
会
合
併
に
伴

う
広
域
化
、
職
員
減
少
と
い
う
問
題

を
解
決
す
る
た
め
の
Ｉ
Ｔ
の
活
用
に

つ
い
て
、
全
国
的
な
情
報
化
の
動
き

を
見
据
え
、
次
期
シ
ス
テ
ム
（
基
幹

シ
ス
テ
ム
、
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
、
グ

ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
）
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
の
情
報
化
を
支
え
て

い
く
べ
き
人
材
の
育
成
、
情
報
伝
達

の
促
進
に
つ
い
て
も
議
論
し
た
。

　

今
後
、委
員
会
で
は
中
間
報
告（
素

案
）
を
今
年
度
内
に
作
成
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

▲土谷会長挨拶

▲情報化ビジョン検討委員会

主な行事予定

3
月
の
こ
よ
み

５
日
㊊　

理
事
会（県

商
工
会
館
）

26
日
㊊　

臨
時
総
会

（
神
戸
市
・
六
甲
荘
）
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県
連
合
会
は
、
十
二
月
八
日
、
神

戸
市
・
パ
レ
ス
神
戸
に
て
「
商
工
会

記
帳
専
門
研
修
会
」
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
記
帳
継
続
指
導

を
行
う
た
め
に
、
必
要
な
知
識
を
付

与
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、

県
下
商
工
会
記
帳
専
任
職
員
等
四
十

五
名
が
出
席
し
た
。

　

当
日
は
、
県
連
合
会
の
安
平
事
務

局
長
の
挨
拶
の
後
、
芦
屋
市
商
工
会

経
営
指
導
員
の
山
本
和
則
氏
よ
り

「
記
帳
指
導
・
申
告
指
導
の
留
意
点
」

に
つ
い
て
決
算
書
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
や
見
落
と
し
易
い
箇
所
な
ど
の

説
明
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
税
理
士
の
横
田
信
之
氏
よ

り
「
平
成
十
八
年
分
確
定
申
告
の
実

務
」
に
つ
い
て
確
定
申
告
時
の
注
意

点
や
税
制
改
正
に
よ
る
変
更
点
な
ど

を
学
び
、
二
月
か
ら
の
確
定
申
告
に

備
え
た
。

　

県
女
性
部
連
合
会（
行
幸
子
会
長
）

は
、
十
二
月
八
日
、
県
商
工
会
館
に

お
い
て
第
三
回
理
事
会
を
開
催
し
、

次
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

第
一
号
議
案　

商
工
会
合
併
に
伴
う

県
女
性
連
の
方
向
性
に
つ
い
て

第
二
号
議
案　

平
成
十
九
年
度
事
業

に
つ
い
て

　

協
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

な
お
、
第
一
号
議
案
の
中
で
審
議

さ
れ
た
役
員
の
定
数
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
商
工
会
合
併
を
見
据
え
、
各

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
副
会
長
一
名
、
理
事

一
名
（
会
長
選
出
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
は

常
任
理
事
を
お
く
）、
監
事
に
つ
い

て
は
、商
工
会
数
の
多
い
東
・
北
播
磨
、

但
馬
地
域
か
ら
各
一
名
の
体
制
で
、

次
年
度
か
ら
見
直
す
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
会
費
に
つ
い
て
は
、
十
九
年

度
に
お
い
て
は
現
行
通
り
と
し
、
二

十
年
度
か
ら
は
事
業
内
容
の
見
直
し

を
前
提
に
、
部
員
単
価
ベ
ー
ス
で
の

見
直
し
を
協
議
し
て
い
く
こ
と
と

な
っ
た
。

　

そ
の
他
、
次
年
度
か
ら
新
た
な
事

業
を
展
開
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
地

域
の
現
状
や
活
動
状
況
な
ど
の
課
題

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

県
青
年
部
連
合
会（
仁
部
徹
会
長
）

は
十
二
月
十
三
日
県
商
工
会
館
に
お

い
て
第
四
回
理
事
会
を
開
催
し
、
次

の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

第
一
号
議
案　

平
成
十
九
年
度
県
青

連
組
織
体
制
に
つ
い
て

第
二
号
議
案　

平
成
十
九
年
度
県
青

連
事
業
計
画
に
つ
い
て

第
三
号
議
案　

平
成
十
九
年
度
会
費

に
つ
い
て

第
四
号
議
案　

商
工
会
青
年
部
組
織

化
四
十
周
年
記
念
事
業 

社
会
貢
献

事
業
全
国
統
一
防
犯
活
動
に
つ
い
て

　

協
議
の
結
果
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
た
。

　

な
お
、
第
一
号
議
案
の
中
で
次
年

度
県
青
連
会
長
立
候
補
者
を
公
募
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

第
二
号
議
案
で
は
平
成
十
九
年
度

は
従
来
の
事
業
の
見
直
し
だ
け
で
な

く
、
本
来
の
事
業
者
と
し
て
の
青
年

部
員
に
役
立
つ
新
規
事
業
を
検
討
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
第
四
号
議
案
で
は
、
継
続

的
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
と
し
、

次
年
度
に
お
い
て
も
実
施
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

商
工
会
記
帳
専
門
研
修
会

 

（
県
商
工
会
連
合
会
）

第
三
回
理
事
会

 

（
県
女
性
部
連
合
会
）

第
四
回
理
事
会

 
（
県
青
年
部
連
合
会
）

貯めて、使える。
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南
あ
わ
じ
市
商
工
会
（
会
長　

志

智
宣
夫
）
で
は
、
地
場
産
業
で
あ
る

瓦
と
観
光
の
活
性
化
を
目
的
と
し
、

小
規
模
事
業
者
新
事
業
全
国
展
開
支

援
事
業
に
取
り
組
み
、
こ
の
度
、
融

雪
瓦
（
雪
を
溶
か
す
瓦
）
を
開
発
し
、

昨
年
の
十
二
月
十
一
日
よ
り
養
父
市

の
ハ
チ
高
原
に
て
、
こ
の
冬
を
乗
り

越
え
ら
れ
る
か
と
う
い
実
証
実
験
を

行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
融
雪
瓦
は
、
瓦
の
表
面
に
温

度
調
節
機
能
を
持
つ
特
殊
な
シ
ー
ト

を
貼
り
、
電
気
を
通
し
、
瓦
の
表
面

温
度
を
一
定
に
保
ち
、
降
り
積
も
る

雪
を
溶
か
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
淡
路
瓦
は
、
寒
冷
地

で
は
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
、
雪
国
の
屋

根
に
は
向
か
な
い
と
言
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
融
雪
瓦
に
よ
り
、
雪
国
を

含
む
全
国
市
場
へ
の
展
開
を
目
指
し

て
い
る
。

　

雪
国
に
お
い
て
は
、
冬
場
の
雪
下

ろ
し
等
の
除
雪
作
業
は
、
重
労
働
で

あ
る
上
、
危
険
が
伴
う
こ
と
か
ら
、

高
齢
者
等
の
事
故
が
問
題
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
融
雪
瓦
に
は
、
除
雪
作

業
の
労
苦
の
軽
減
や
事
故
防
止
に
対

し
て
も
大
き
な
期
待
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。

　

十
一
月
五
日
に
「
ち
く
さ
う
み
う

み
ま
つ
り
」（
主
催　

千
種
町
商
店

街
連
合
会
後
援
千
種
町
商
工
会
）

が
、
地
域
活
性
化
集
客
支
援
事
業
と

し
て
県
、
市
よ
り
補
助
を
受
け
、
た

つ
の
市
御
津
町
の
岩
見
漁
業
協
同
組

合
の
協
力
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
山
の
街
に
い
な
が
ら
海

を
体
感
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「
鯛
す
く
い
」「
砂
浜
で
宝
探
し
」
や

大
小
の
魚
、
カ
ニ
や
海
老
等
の
海
中

生
物
を
水
槽
に
入
れ
自
由
に
触
れ
る

こ
と
の
出
来
る
「
タ
ッ
チ
ン
グ
プ
ー

ル
」、
ア
ン
コ
ウ
を
吊
る
し
て
捌
く

「
ア
ン
コ
ウ
の
吊
る
し
切
り
」、
お
い

し
い
魚
介
類
を
存
分
に
味
わ
っ
て
頂

く
「
海
の
幸
屋
台
村
」
等
々
多
彩
な

催
し
が
行
わ
れ
た
。

　

篠
山
市
商
工
会
青
年
部
（
田
中
義

治
部
長
）
で
は
、
平
成
十
九
年
一
月

二
十
七
日
に
篠
山
市
城
跡
周
辺
会
場

に
て
「
い
の
し
し
祭
」
を
開
催
す
る
。

　

本
事
業
は
、
地
元
商
店
街
等
の
協

力
に
よ
り
、
冬
の
特
産
物
「
猪
」
の

美
味
し
さ
を
様
々
な
趣
向
で
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

な
か
で
も
「
ド
ド
ド
い
の
し
し
猛

レ
ー
ス
」
で
は
、
商
店
街
に
設
置
さ

れ
た
二
十
メ
ー
ト
ル
の
特
設
コ
ー
ス

を
い
の
し
し
が
駆
け
抜
け
、
注
目
を

受
け
る
催
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
は
亥
年
特
別
企
画
と

し
て
「
ク
イ
ズ
し
し
の
穴
」
も
実
施

さ
れ
る
。

　

兵
庫
県
で
は
、
創
意
工
夫
を
活
か

し
た
取
り
組
み
、
地
域
と
連
携
し
た

熱
意
あ
る
取
り
組
み
、
地
域
と
の
連

携
を
紡
い
で
い
く
様
々
な
活
動
を
通

し
て
商
店
街
を
活
性
化
し
て
い
こ
う

と
す
る
取
り
組
み
を
「
ま
ち
づ
く
り

連
携
商
業
活
性
化
賞
」
と
し
て
顕
彰

し
て
お
り
、
本
年
度
、
商
工
会
地
域

か
ら
は
、
佐
用
町
商
工
会
青
年
部
の

「
し
か
コ
ロ
ッ
ケ
」事
業
が
受
賞
し
た
。

　

加
東
市
内
三
町
商
工
会
（
社
町
、

滝
野
町
、
東
条
町
）
は
、
昨
年
十
二

月
十
二
日
、
本
年
四
月
の
合
併
に
向

け
「
合
併
調
印
式
」
を
加
東
市
・
滝

野
図
書
館
会
議
場
で
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
合
併
契
約
調
印
に
至
る

ま
で
の
経
過
報
告
、
そ
の
後
三
町
商

工
会
長
が
契
約
書
に
署
名
捺
印
、
続

い
て
、
立
会
人
と
し
て
、
山
本
加
東

市
長
、
櫛
笥
北
播
磨
県
民
局
長
、
土

谷
県
連
合
会
長
の
署
名
が
行
わ
れ
た
。

　

今
後
は
、
新
商
工
会
発
足
に
向
け
、

三
町
商
工
会
が
臨
時
総
会
を
開
催
し
、

合
併
の
承
認
を
得
る
と
と
も
に
、
設

立
委
員
を
選
出
し
て
合
併
認
可
に
向

け
た
協
議
調
整
を
行
う
。

融
雪
瓦
〜
地
域
資
源
∞
全
国
展
開

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

 

南
あ
わ
じ
市
商
工
会

合
併
契
約
調
印
式

〜
地
域
の
連
携
と
会
員
の
結
集

　

に
よ
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
〜

ま
ち
づ
く
り
連
携
商
業
活
性
化
賞

 

佐
用
町
商
工
会
青
年
部

「
ち
く
さ
う
み
う
み
ま
つ
り
」

 

千
種
町
商
工
会

第
四
回
丹
波
篠
山
い
の
し
し
祭

 

篠
山
市
商
工
会
青
年
部

▲写真は融雪瓦

神戸支店・神戸中央支店　ご相談無料・予約制

相続・不動産  個別相談会
日時：２月２６日（月）～３月２日（金）
　　　９：００～１６：００

＜問い合わせ先＞ 住　　所：神戸市中央区西町36番地
 電　　話：0120－823－171（フリーダイヤル）
 受付時間：9：00～17：00（土・日祝日等は除く）
 神戸支店・神戸中央支店　個別相談会係
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規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
、
事
業
者

の
皆
様
は
悩
み
を
持
ち
、
日
々
努
力

を
続
け
て
い
ま
す
。「
何
と
か
し
た

い
！
で
も
ど
う
し
て
良
い
か
わ
か
ら

な
い
。」
つ
ま
り
問
題
は
認
識
し
な

が
ら
も
、
具
体
的
な
改
善
策
に
繋
が

ら
な
い
。
問
題
点
や
そ
の
原
因
に
つ

い
て
十
分
な
把
握
が
な
さ
れ
ず
、
解

決
の
糸
口
が
つ
か
め
な
い
。
そ
の
よ

う
な
事
業
主
の
方
々
が
意
外
と
多
い

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
課
題
解
決
を
図
る
た

め
の
前
提
条
件
と
し
て
、
次
の
３
項

目
が
あ
り
ま
す
。

①
事
業
主
自
身
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば

何
も
変
わ
ら
な
い

②
ど
う
あ
り
た
い
か
を
明
確
に
し
な

け
れ
ば
見
え
な
い

③
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ピ
リ
ッ
ト
が
な
け

れ
ば
実
現
し
な
い

　
〔
図
１
〕
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
お

判
り
の
よ
う
に
、
企
業
の
普
遍
的
な

価
値
観
を
経
営
理
念
に
表
し
、
将
来

の
あ
る
べ
き
姿
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て

描
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
具
体
的
実

現
に
向
け
、
中
長
期
、
短
期
の
経
営

目
標
が
掲
げ
ら
れ
ま
す
。
ビ
ジ
ョ
ン

は
「
将
来
こ
う
あ
り
た
い
」
実
現
状

態
を
表
す
定
性
目
標
で
す
が
、
経
営

目
標
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
定
量

的
な
数
値
目
標
が
一
般
的
で
す
。
図

が
示
す
よ
う
に
「
あ
る
べ
き
姿
」
の

設
定
が
な
け
れ
ば
現
状
と
の
ギ
ャ
ッ

プ
、
未
達
状
況
は
認
識
で
き
ま
せ
ん
。

確
か
に
中
小
・
小
規
模
企
業
で
経
営

理
念
を
掲
げ
て
お
ら
れ
る
事
業
所
は

ご
く
稀
で
す
が
、
せ
め
て
「
こ
う
あ

り
た
い
」
の
想
い
は
明
確
に
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で

「
経
営
理
念
」を
大
企
業
よ
り
引
用
し
、

崇
高
な
文
言
を
掲
げ
ら
れ
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
が
企
業
の
価
値
観
と
活

動
の
乖
離
が
著
し
く
、
ま
さ
に
絵
に

描
い
た
餅（
画
餅
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
と
日
日
の
行
動
が
繋
が
る
、

即
ち
目
標
の
実
現
に
向
け
、
日
々
一

歩
一
歩
近
づ
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
事

業
活
動
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
次
に
現

状
把
握
の
段
階
で
す
。
や
は
り
「
己

を
知
る
」
こ
と
が
「
よ
り
良
く
」
の

出
発
点
で
す
。「
あ
る
べ
き
姿
」と「
現

状
」
の
差
（
乖
離
）、こ
れ
が
ギ
ャ
ッ

プ
で
あ
り
、
目
標
に
至
ら
な
い
状
況

が
表
出
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
多
く

の
問
題
が
あ
り
、
事
実
と
し
て
の
問

題
点
を
抽
出
し
ま
す
。

　

問
題
点
を
深
掘
り
し
て
そ
の
原
因

を
探
り
、
課
題
の
発
見
に
努
め
ま
す
。

例
え
ば
、
売
上
の
減
少
が
問
題
点
、

そ
の
原
因
は
、
お
客
様
の
減
少
か
、

単
価
の
下
落
な
の
か
、
そ
の
課
題
に

対
し
て
、
手
立
て
が
検
討
さ
れ
、
効

果
の
大
小
、
緊
急
度
の
高
低
に
よ
り

優
先
順
位
が
決
め
ら
れ
ま
す
。
課
題

解
決
の
施
策
が
具
体
的
に
計
画
さ
れ

（Plan

）
実
行
に
移
さ
れ
ま
す
（D

o

）

組
織
運
営
を
効
果
的
、
効
率
的
に
進

め
る
た
め
に
も
情
報
の
共
有
化 

・

同
期
化
は
必
須
要
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

組
織
で
あ
れ
、
個
人
事
業
で
あ
れ
、

そ
の
存
在
意
義
は「
お
役
立
ち
」で
す
。

事
業
所
が
提
供
す
る
「
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
」
の
価
値
を
お
客
様
が
認
め
れ

ば
、
そ
れ
は
売
上
と
な
っ
て
表
れ
ま

す
。「
売
上
が
伸
び
な
い
、
売
上
が

低
下
し
て
い
る
」
こ
れ
は
「
お
客
様

の
支
持
率
低
下
」
と
同
じ
で
す
。
カ

ス
タ
マ
ー
サ
テ
ィ
ス
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン

（
顧
客
満
足
）、
カ
ス
タ
マ
ー
リ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
顧

客
関
係
性
強
化
の
経
営
手
法
）
な
ど

IT

化
の
伸
展
と
共
に
カ
タ
カ
ナ
用

語
が
氾
濫
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

は
普
遍
的
価
値
『
お
客
様
第
一
』
に

集
約
さ
れ
ま
す
。『
お
客
様
へ
の
お

役
立
ち
』
を
基
点
と
し
て
目
標
を
掲

げ
、
結
果
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
を
管
理

し
、PD

CA

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ

イ
ク
ル
を
迅
速
・
確
実
に
実
践
す
る
。

単
純
明
快
な
が
ら
、
そ
の
原
動
力
は

ス
ピ
リ
ッ
ト
「
想
い
」
に
あ
り
ま
す
。

『
念
ず
れ
ば
花
開
く
』と
同
じ
く
、「
想

い
の
強
さ
」で
す
。
こ
れ
か
ら
も「
よ

り
良
く
」を
モ
ッ
ト
ー
に
皆
様
の「
お

役
立
ち
」
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 　

連
合
会
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

黒
野　

秀
樹（
中
小
企
業
診
断
士
）

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
無
用
の
課
題
解
決
手
法
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さ
ら
に
達
成
度
、
進
捗
度
の
検
証
が

行
わ
れ
（Check

）
結
果
に
対
し
て

検
討
が
な
さ
れ
、
統
制
を
図
り
な
が

ら
（A

ction

）
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
展

開
し
て
い
き
ま
す
。
一
連
の
活
動
が

迅
速
、
確
実
に
行
わ
れ
、
そ
れ
を
管

理
す
る
こ
と
が
『
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ

イ
ク
ル
』
と
な
り
ま
す
。
組
織
で
あ

れ
ば
、
一
体
化
度
を
高
め
る
た
め
、

情
報
の
共
有
化
、
同
期
化
が
重
要
視

さ
れ
ま
す
。

　
〔
図
２
〕
組
織
が
存
立
す
る
た
め

の
３
つ
の
要
件
を
示
し
て
い
ま
す
が
、

　

兵
庫
県
商
工
会
連
合
会
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
動
し
、
概
ね
二

年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。『
地
域
会
員
様
へ
の
お
役
立
ち
』
を
念

頭
に
、
総
合
相
談
室
の
活
動
を
続
け
る
な
か
で
多
く
の
ご
相
談
を
受
け
ま
し

た
。
今
回
は
現
場
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ
、
皆
様
方
ご
自
身
で
課
題
解
決
を
図
る

た
め
の
必
須
要
件
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

組織の存立要件

共通目的

貢献意欲 コミュニケーション

〔図２〕

〔図１〕

問　題 課　題

「目標」と「現状」
のギャップ。解決
すべき事柄。問題
を明確に認識する
ためには、目標を
明確に持つこと。
現状を正しく認識
することが必要と
なる。

目的を実現させる
ために、今取組む
べきこと。課題は
問題と異なり、課
題を引き起こして
いる原因は掴めな
い。目的に対し何
らかの対策を講ず
るという問題意識
が課題設定になる。

現状

目標管理

進捗管理

あるべき姿

ギャップ

課題の発見

具体的施策・改善策の確立

課題解決を図る

問題の抽出

経営理念

ビジョン

経営目標

Action
統制

Plan
計画

Check
検証

Do
実行

マネジメントサイクル
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